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繁殖雌牛

産子調査

直接検定牛の選定

直接検定は、種雄牛候補として期待される雄子牛の発育
能力を調べるため行います。

①７～８ヶ月の雄子牛を112日間、畜産研究所で規定量の
飼料を与えて飼育します。

②検定期間中の一日当たり増体量や体高に基づく発育、

体型得点を審査し、検定結果とします。

直接検定

改良委員会

現場後代検定

現場後代検定は、候補種雄牛の産肉能力を調べる
ため行います。

①県内の繁殖雌牛との間に検定牛を生産します。

②畜産研究所を含めた複数の肥育農家で肥育（現
場後代検定）を行い、枝肉成績を得ます。

③得られた枝肉成績と育種価評価が、基幹種雄牛

への選抜のデータとなります。

去勢は２９ヶ月齢未満、雌は３２ヶ月齢未満の検定
期間が決められている以外は、通常と同じ（各農家
の普段どおり）の飼養が行われます。

改良委員会

①アニマルモデルBLUP法という統計育種理論に基づき算
出される遺伝的能力評価値。

②父牛、母牛ともに直検の産子並びに血縁関係のある産子
の成績を基に、遺伝する能力を形質ごとに数値化して表し

育種価とは


